
ク》 ン接種以外の原因でツーξル〃リン反懸が陽性

になることのあることを示す もの で あ る。 これ

は自然感染によつてで窃 る。從つてこの谷を境に

して二つの山を正しく分析追及す る こ とによつ

てギこの集團の自然感染率を知ることが出來ると

共ecB.c.Gワ ク チyvaよ 狽 の ・7-・・7vク リンrtk

の陽 性率 曲線 を 悉求める ことが出來 る◎参考 まで

に1曳αGフ ク チ ン接種前の昭和16年 秋 に於 ける

この集團の ツ〈yvク リン反慮陽性率 を示 すに第11

表 のよ うである。

第11表B.C.Gワ クチン接i種前の野象集團の

年齢別 ツベルクリン反鷹陽性率(昭 和
16年U月 調査)

年ua齢{'被 槍 者籔1陽 性率(%)

84527.4

9■4237♂6翻

10,4418。31

11、4039.4

ユ23989●8

1338811.6

1431612.0

15227'"12の7

1610413。6・

計3績1528儲3
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5.結 論

B.C.Gワ ク チ ン(B(1.GO.04mg含 有)を ツペル

クツ ン友鷹陰性 父は疑陽 性の小 學校 及び申學校生

徒の皮内に接 種 して、その後の ツ〈きルク リン反 慮

陽性牽の推移 を見 た成績か ら次 の ことが結論 され

る。

(1)1同 接 種 後の陽 性傘 は3ヵ 月で最高85・1

%を 示 したが 、その後漸減 して1力 年では52・0%・

2力 年では22・1%で あ る◎ ㌔
が

(2)接 種同藪をか さね るに俘つて早 く高率に

陽韓し、またその持綾期間 も長 や◎ ら

稿を終るに臨み、この研究費の一部は日本學術振興會

及び日本學術會議より援助を仰いだことを銘記し・感謝

の意を表する◎また・本研究實施に當つて妹財團法人結

核豫防會結核研究所部員各位、公衆衛生院徳生微生物學

部各員及び豫防徳生研究所結核部各員の大いなる援助に

瀕つた。ここに衷心より深謝する次第である。

参 考 文 猷

 (1  ) Rosenthal, S. R., Leslie, E I., and  Loevireu-

  sohn, E.: J.A.M.A.  ,136:73-79, 1948. 

 (  2  )  Holm, J.:  Publ. Health  Rep.. 61:1298-1315, 

 1946.

(3)染 谷 四郎 、川 村達:日 結 、7:372-378,1948.

結核菌の定量培養に就いて

(其 の五)實 験 的結核症の天竺鼠臓器よりの結核菌 の定量培養 ……(2)

箋

財團法入結核豫防會結核研究所(所長 隈部英雄)

(指導 柳 澤 謙)

小 川 辰 次 大 島 登 輝 夫 鳴 海 吾 郎

1・ 緒 論 。 接種菌の毒力の如何によつて、ひき起 される實

我 々は前報告(1)にぴきつづ裕て、實験的結核症 験的結核症の擦 も異な り、随つて、臓器中の結核
ズ

の天竺鼠の臓器 よりの、結核菌の定量屠養の成績 菌籔にも相違をきたす ことは、考えられるところ

を報告 し、大方の参考に供 しfebeで ある。第1表 中、柴野、柴田、近藤の三株は、

II・ 費 験 方 法 喀痩 より分離 して孚年足らすの菌株であり、F株、

前報告と全 く同様である。 、 陸F株 は長期間に亙って保存 された菌株である。
III.貿 験 成 績(1)(2)(3)の 實験は、 これ を同時に施行 し

(1)接 種菌の毒力と結核egvaた ものではないし、麟 方法 も、(1)(2)と(3)

rr-5-_
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第1表 接種菌の差隻による結核菌鍛の攣化

實験 接種i菌
番號 菌株 「脾

(1)iF1・".4}

(2)} 、46困

1陸F:1.2・.・4

}蘂 露 諭 の87

(3膿;

:濃

紘 用屠 養

・7{2%

2615瞬

註1)接 種菌量は0・加9
2)菌 接種後7～8週 で罵殺

3)菌 歎は臓器1・Omg中 に含む ものを示す

4)培養方法は2%硫 は2%硫 酸水で塵理 して

岡片倉培地へ、ユ%苛 は1%苛 性曹達で慮理

して第一燐酸加里培地に植えた事を示す

とでは異 なるので 、これ らの もの を比較す るのは

多 少無理 と思 われ るが 、その傾向だけ は うかが い

知 ることが禺來 よ うe先 す第1表 で見 る ように、

柴 野 、柴 田、近藤株で は菌勲が最 も多 く、次 いで

(1)F、(2)Fで あ り、陸Fは 最 も少い◎(1)

と(2)の 實 験 は、同一菌株 に よる實験 であるが 、

(2)は(1)の 實 験後 、6ケ 月 目にな され た もので

あ る◎(1)に 於 ては、9正 全部 にデ菌 の獲育 を認

めたが 、(2第 に於 ては、17正 中5正 に於て、菌 を

謹 明する ことが 出來 なか つた。 しか も(2)に 於 て

は(1)に 比 して菌藪が 著明に少い◎ この場合 、動

物 の状態 、食 餌の影響 等は多少あつたに して も、

6ク 月の闇 峰、菌株の毒力の低下 を考 えた方が・

第2表 陸Fl株 の保存、動物通過による結核菌
`数 の饗化'

灘 麟 並階 盤 騰 聞 鰐 錨 藪 努護

・)・9・3・・gi・…mg!V咽 ・9・21S2%H

(2)19・6・・獅 輔III週i・ 叫?12%H
_一 　一

、3♪瓢 ・・}…mgい 腿i・2い2
1%演

(撚8・31iα ・・囑X測3戒4い ・

註:1)實 験 日は昭和 。月。日を示す
2)菌 歎は臓器1rag中 の弔均値を示す

3)培 養方法の2%Hは2%の 硫酸水で慮

理 して、岡片倉培地へ、1%Nは1%・

苛性曹達水で庭理 して第一燐酸加星培地

に培養した事を示す

最 も要當のように思われる◎、、

吹に(3)の 實験に於ては、同量の菌の感染にか

かわらす、柴田、柴野、近藤の三株は陸F株 に比

して、菌藪が著明に多い◎即ち、分離 して間 もな

い菌株は、毒力が強 く、陸F株 はこれ らに比 して

毒力が著明に弱いということが出來る。

第3表 は陸F株 を接種 した動物よりの脾の培養

成績であるが、(1)の 實験と(2)の 實験では菌歎

に差がなV・が、 これと同一の菌株 をギ3ク 年間、

グ リセ リン馬鈴薯培地に纈代培養 をやつて保存し

た ものを接種 した成績は、實験(3)の ように、前

二者の場合 の10倍 量の菌の接種 をや り、叉培養

方法 も改善されたにかかわらす、菌籔は著明に減

少 している。これは明らかに毒力の低下を物語る

ものである。この毒力の低下 した菌株を天竺鼠に

注射 して、脾より分離して動物通過をや り、(3

の實験の1/10量 、即ち、0,01mg接 種 し海 もの

は、ぐ實験(4)で みるように、菌歎が著明に檜加し

てVる り部ち毒力が(1)〈2)の 實験の場合以上に

同復 した事を示す ものである。このように臓器よ

りの定量培養は、肉眼的所見によるよりは、更に
メ

ー麿明確 に
、その 毒力を示 して くれ る。

(2)瓢 轟療ド良勺所見 と菌鍛 、

第3表F株 α1恥9接 種動物の臨殊所見

膿屡殺迄の

期 聞 … τ 職～吟 陣 測 リ》購

i(24圃5)1(265～39。)i

i(295～41・)}(29・～39・)l

gyral,…-435)1(443.5380～580)i+・3励P
.2・・5踊

1画 藩 騙 諦 醜 殉 ,

註 ・纈 騨 均⇔ の廠 鰍 と刷・を碗
叉増減は李均を示す輩位{まgで ある
2V≧ ル クリン購 は100倍 、24時 間判定k

獲 赤の縦・横 を李均 したものである 輩位

は患斑 である

艘重2459～435蓼 の 大 きさの天竺最にF株 を

O・lm9皮 下 にi操種 し・態 染後3週 ・7週 ・15週 ・23

週 に 亙つて屠殺 して、脾 を培 養 し、臨床的の所見

と封比 してみた。培 養は2%の 硫酸水で虞理 し

て 、10-2倍 に 稀繹 し・岡片倉培 絶に培養 した。

6-_・ 一
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第4表F株0・1mg接 種動物の屠殺時の脾の

肉眼的病攣
o

繍 監聖病㌔+遡 冊lrm,

菖4i4

註;1)肉 眼的病攣は佐藤、籾澤氏等の標準による
2)敷 は動物籔を示すas

第5表F株0・1m9接 種動物の脾の中の菌の

溜長

い・

註;1)培 養方法:2%硫 酸水、岡片倉培地
2)菌教は臓器1mgの 中に含む ものを示す

・ され る。 しか るに臓器中の結核 菌の 清 長を見る
9

と、第5表 の ように、これ らの臨林的所見や肉賜的

所見 とは一致 せす、3週 目で最 も多 く、それ よ り

経過の ながび くにつれて、次第に減 少 し、15週 、,

23週では著明に減少 して きた。即ちこの事實は、
ノ

臓器申の結核菌は、臨林的所見 よりも、かなり早

期に動きを示す ものであることを暗示するもので

ある。樹、15週 、23週 に於て急激に菌の減少 した

ことは凄力の比較的弱い菌をもつて感染 したこと

、 と、増養の方法が適當でなかつたがためと思われ
蟻 婆

る。

第6表 陸Fs柴 野、柴田、近藤株接種動物の

臨駄所見

,2Pち臓 器1.Omgに 相 當す る菌量 を算出 した。そ'

の 成績 は第4、 第5、 第6表 の よ うであ る。 先す

盟重の動 きをみ ると、第4表 の よ うに、 いすれ も
ゆ

5～559のtSL}T,加で 、李均329の 壇 加であ る◎7週

では5正 が109～359増 加 しぐ5正 が159～409

減 少 し、午均17・59¢)減 少 となつている。 又15

週 、23週 で は、V・すれ も増加 し、挙均夫 々135.59、

139・39(が 曾加 であ る。 又、 ツ〈3ル ク リン反懸 を

'100倍
、24時 聞 の判定でやつ てみると、第r3表 の

よう揮3週 、7週 、と次 第に強 くな り、濫15週 で最

高 を示 し、23週 では著明に弱 くなつてい る。 次に

肉眼的の病 攣μ ・第4表 でみ るよ うに 、ソ〈8ルク

リン反慮 と卒行 して、3週 、7週 とな るにつれ て

攣 化が強 くな り、15週 で最 も強い攣 化 を示 し、23

週 では、病攣は躬 くなつて きて いる◇

樹 、 この表でみ るように経過 のなが び くと共 に

種 々の程度 の病攣 を含む ようにな る◎ 帥 ちツ〈$ル

ク リン反億 、肉眼 的所見か らみ ると、15週 口が最 も

強 い病饗 を示 して いるが、髄重 の動 きか らみると

7週 目位が最 も攣死が強 く、15週 目、23週 目では

か な の治癒 に向いつつ ある猷態 ではないか と推定

ア囲

1ツ ペル ク リン反 鷹菌 株
の

種 疑 ・・唄23日 目

Fl(27。 弩17。)(31。 -6。 。)1

柴 野1(,.-33。)i(275xv4」5)

柴 叫33。 讐 §7。)i(355幾3。)

近 藤}(275-38。 、!3。。～42。)1

註31♪ 腹重は9箪 位で、李均(♪ ノ中は最大、最

小を示す
2)ツ ベルクリン反は鷹10倍 、24時間判定、縦、

横の獲赤の大きさと 斑㎡ ではかつてそo撃 李均を示す

第7表 陸F、 柴野、柴田、近藤株接種動物の

脾の肉眼的病攣

F141sl

ii3'li

註;1)肉 眼的病墜は佐藤、柳澤氏等の標準による
2)撒 は動物敷を示す

次 に、陸F株 、柴 野株、柴 田株、近 藤株 と夫 々

O.1mg宛 接 種 して、7～8週 目に屠 殺、脾 、肝 、

肺 を培 養 し、菌撒 と臨林的所見 を封 比 しでみたb・

その成績 は、第6表 、第7表 、及 び第1棄 、實験

(3)で あ る。先 ナ髄重 の動 きをみる と、第6表 の

ように、いすれ も曾 加 している。 又、ツペルク リ

。一一.7_一_

綻
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ン反慮は、10倍 、24時間の判定で、感染後、11日

目では、陸F株 に比 して、柴野、柴田、近藤の三

株は著明に強い。しか し23日 目では、これ ら四株

の聞には著明の差がない。又、肉眼的病攣は、第、

7表 で示すように、嘩Fで は病 攣 は 輕 度である

が、柴野、柴田、近藤の三株は共に病憂が著明で

あつて、これに相懸 して菌籔 も著明の差のあるこ

とは、第1表 、實験(3)に 示すようである。帥ち

この事實から、ツ〈きルク リン反慮は、接種後早期

に於ては感染菌の強弱、郎ち叢力の強弱を判定す

ることが出來 るが・感染から時期のへだ左るにつ

、れて、感染菌の強弱を判定することは、むすかし
へ

くなると考えてよい。

(4プ 稀繹倍籔va就 いて

定量培養に於ては、臓器を、慮理液で適當に稀 譜

繹 して1本 の培地に獲育した菌藪を藪え得る程度 。

に し、しか も菌藪が多いことが望ましい。第8表

はF株 を、0.1mgを接種して、脾を培養 した成績で

第8表 同一一〇n器を=段 三段に稀羅して培養した成綾

麟翻鋤
1
＼ 冨縛＼
倍教

番號臨 熱 10一 江 10-2 10-3
∫

10-4

m週

222i

頭
… 心

229}

(昔) 柵1・63 ・61

(静)

一
鼎
『
冊

158 14

(欝) 187 25

v皿週

234{(一)
一

一

婁声
…

翫4} 04
'

0.2

247

-

233

2書9

(十) 60.8 6.0 1.2,

(帯) 22.6 2.0 0.2

(冊) } 2州2LO 22

xv週

257(難)
_`

1258(雌D

103 6.8 02

3訟 0.81 0

配XIII週

型
璽
261 帯

』里一蕊{

一+一 一1

1.do(静)
_一
(措)
一」

1.0

(冊) 3L51。01

269(鵬)'1。00 0

,し、7週 、15週 で は10-9・de～10-3倍 、10-4倍 と稀・

繹 して 、その各 々を培 養 して いる。 ζの場合 、3週

7週 では臓器 の稀繹 が .10'{倍 、10-2倍 、10'3倍

とな るに随つ て、菌籔 も、大薩1/10、1/100、 等

となつ てい る。騎 つそ、若 しこの 際、10-L倍 の

稀繹 、帥ち10mgの 臓 器 の菌数 を知 ることが必 要

で あれば 、222號 の 動 物では 、1630ク で あるとい

える し、又234號 の動物 であれば 、54ク と計算

す る ことが 出來 る。 以上 は3週 、7週 の よ うに、

比較的阜期 の場 合姶 あるが 、15週 、23遍 で は、

これ は全然 乾ては まらない。 .

第9表 加 ㎎ ρ菌接種動物の適當な稀羅の概要

器
種
臓
の
類

＼
、 教

菌 株'.

一
脾
強毒

普通

III週v皿vrl腿X躍 髄 齪III週

(1000X)(1000x)。
_3_3
　 ヨへ 　 　　　　　 　

(100x)(100x)(100X)(100x)
一一2毒 ・-2-2-2

肝
強劃(100x-2)(導X)(聖 ×)(聖IX)

普酬(轡)(轡)(憩9ゆ(些2x
萎 量 一

肺
彊毒 (100x)

-2
}一

(10Xン
ーユ

(100X)1(導X漣

疹

普通
＼一1

(工00x)
晶2

(10X)
-11

一2

て亜1(100X
-2)

、 1

、

註5ユ)培 養方法は2%硫 酸水、岡片倉培地使用

あるが 、3週 目と2週 目に於て は10-i倍 、10-2

倍 、10-3倍 とその三段の各について培養 して いる

e

註:め 張毒どは分離培養して間もない薗株である
2)普通とは保存菌株を示す ・■
3)-L-2等 は10鳶qO糟 £倍を示ず

これは前に も述べたよラに、比 較的、菌株の毒

力が弱かつたことと培養の方法が絵 り適當でなか

つたためと思われるが、現在使用している1%のza

苛性曹達で虞理する方法によれば、これらの場合

で もあてはまるもののように思われる。

我 々の経験に依ると、大髄1本 の培地では、菌

を200ケ 位迄藪 えるのは容易であるが、250ケ 位'

となると、かな り骨が折れる。又250ク 以上 とな

ると、不正確な ものとなつてくる。 この薮え得る

適當の稀繹は接種菌株の毒力、接種菌量、接種の

方法及び菌接種 後》屠殺する迄 の 期 間等によつ

て、種 々であると思われるので、先す豫備實験に

於て、桧討して、これを基準にして、本實験 をす

ることが望ましV・。我々は種 々の實験に於て、脾

肝、肺等を、第8表 のように、いろいろと稀繹 し

て、その二段、或いは三段の各々について培養し

てきたQで 、これ らの實験 を基礎にしてどの程度s

暴 》

一P・8-一 一



の稀繹が適當であるか を槍討 してみた。

しか しこれ らの成績は塵理方法も一定 していな
も

いし、又接種 した菌株 も前述のように檬々であつ

て、それに諸々の研究室で使用 している菌株とも

毒力の鮎では異なると思われるし、便 に同一の菌

株を使用して、同一の實験 をして転 其塵に多少

の差の出ることは避けられない。随つて、我 々の

ように稀繹 しても、必すしも、適當とはいかない

か も知れないが。
`IV
・ 総括及び考察

我々は接種する菌株の種類によつて、又菌量に

よつて、叉屠殺培養する迄の期間によつで、臓器

中の菌藪も》亦種々愛化するζとを知つた。又同 隅
一菌株でも、分離してからの経過 した年月によつ

て、菌数に著明の差の表われることをみた。 これ

らの菌の清長は、かなりはつきりしてお り、臨床

的所見が大差な くとも、又剖検時の肉眼的病攣が

大差な くとも、その間に判然とした菌歎の差のあ

るのが常である。随つて、菌の毒力の評債に定量

培養は、大 きな役目を演することが毘來るのでは

なかろ うか?'

伺ヤ動物實験に使用する菌株が、比較的毒力が
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岱弱いと、殊に菌接種後の期間がながいと、動物の

間に、か竣 りの菌歎の差が出て くるのを實験 して

いる。・又あまりに毒力が強いと動物は蜷死するも

のが多 くなり、實験の年確は期せ られない。随つ

丁接種に使用する菌株は・豫め豫備實験で毒力を

判定し、接種菌量を決定することが妥當である。

菌の浩長は、臨床所見とは卒行 しないで先行する

ものである◎ 軸
・V。 結 論

1)分離して間 もない菌株の接種による揚合と・

分離後、なが く保存 した菌株の接種の場合の臓器

中の菌数 を比較すると、前者の方が著明に菌数が
.多 レ・。又同じ菌株で も、なが く保存したものでは

菌数が少いし、 これを動物通過して接種 した もの
、

では、叉著しく菌藪が多 くなつて くる。

2)臓器中の菌の浩長は、臨鉢所見とは必すしも

卒行 しないδそして菌の動きは臨躰所見に先行す

る。

3)菌敷の計算出來る稀繹倍数は、接種する菌株

の毒力及び菌量、経過日数等で匿々である。

交 獣

1)小川、大島、鳴海、未發表『結核』に採載の豫定

結 核 の素 質 に關 す る研 究

(母子 の關係 に つい:C第 →i報)

公衆徳生院微生徴生物學部

豫防衛生研究所結核部
～

川 村 達

近時・B・C・G接種後のツペルク リンxア レルギ くい髄質を實際上には問題にする必要がないこど

一は顕 鋤 魁 大醗 行して蔽 するものであ(3)
・を轍 しているが・～乞分な欄 は餓 ちれて

ると認められ①・接種後のツペルクリン(以下ツ いなかつた。

と略託)購 曜 さを期 的砒 轍 ることは、 從來調 人獣 みたツ鷹 の強さは
、糸吉灘 と

接働 灘 關する研究などに齢 τとりあげられ の結びつきに讃 値ある欄磁 見出すことカく困難

ているけれ ども・反面・その際a版 慮 の 強さ で
、むしろ非爆 的雄 質が多蝿 のとされXき

に・甚だ し咽 人的螺 があることは・常に遡 ているが(4)(5)、結核症の進展vak-bて 、アwV¥・
するとこ薫 あるに もかかわらす溢 子雌 猿の 一砧 める部分の大さと・ツ鷹 が もつ滴 嚇
騒 檜減力'B・c・GeetS後のツ鷹 哩 さと力励 異度襯 搬 は

、鱒 の方法、時僻 に考慮を加
密勘 縣 があること(2)・堰 接種では騰 しに 焔 ことにより

、新し臆 義親 出し得る可難
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